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米穀の曲寄防除に関する研究/

(第 '一 報)

武 居 ∴三 富 ･宮 島 式 郎
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ヂ1)ス根の粉鼠 或はデサス枚の有数成分を飯粉性物矧 こ吸/fFtやしめて造 られた粉末は.妊I 1 ･

郊屋内宰畠である南京曲や家ダニ等に.著しい殺虫力を示す串が知 られて来た｡余等は此の稜

の微粉を通常に米矧 二眼合したならば.数象を雷邸余H搾 るのではあるよむくか‥と思?て放初に

ヂ1)千枚の有数成分5%含有の瑳諜土粉を.米穀に封 して望見で l/300混合して,此れに穀象を

放飼して見た塵､2日で25%.4日で95%死滅し9日目には全部死滅するのを見た｡此の資

陵の結典に非常に舛味を兜え､荘ちに珪藻土中のデ1)スの有数成分を4%..3%.2%､ 1%

及び0%と撃へたものを,上記と同株にして敷島釈放をして見た｡然るに此等5種帯の珪藻土

の駁象に封する殺払教典は放り大差の如 ､串が知れた｡

正に於て∴余等は非常に不思議に思ひ珪藻土のみを米矧 -J /100J /20｡, I/30Q, ]J400及tfI/500

と富ふ5段の興った割合にiEも合して試放した｡ 此の軍政に依ると )/lboでは相常に早 く穀象抹′

死滅するが.7/雪oo- I/40.t･抹少しく遅 く､1/6.0では一府数兆の少いのを認めた.即ち珪藻土は､

成る一連 瓦を米穀に氾合すれば懲象の駆除に有効な召げ 明になった｡其虎で珪藻土以外の微粉

性物質 も亦､此の様な作用があるかどうかを試隠すろ事に如味を費え､茸臨宝に持合せの米粒

マグネシア.･タルク.酸性白土及び珪酸等を珪藻土と比較試放して見た.その結苑､敦酸マグ.

ネシ了と珪酸は珪藻土と同様に有数であるが.他の三物質は教典の少いIjfを知った｡

,此の研究は約2ケ月程で終ったが,一醍此の様な微粉性物質の或る担Q)物が.放免に対 して

掛取 作用が有ると言ふ事は､既に知られた部かどうか調べる必要が起ら.琳川教授に和談し1=
(1) (3)

節,早速米閥(1939)と弼逸(1935)の文収を示された.此;̂!Jiの札 ′前の研究ではま象､放免.グ

ラナ.)ヤ恐象に就て微粉性物質の殺払力を訳放して.余坤の柑た結苑と全 く同様な結鼎を報普･●
(℡)

してゐる.又,●弼迫では Zachcり毛が始めて此の言糾こ執付いて敬表し1=もので,此の様な作用
(3)

杏"Zachcr-wl'rkung" など､呼んでゐる.此の杖に,此の極め作用帆 外国では数年前に既

知であったのを.日本では託も束付かすに居って､偶矧 こも余等は同一の結果を別の経路から
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蔑見したのである｡
(a)･ ＼

～ ′ 又 ､ 我 が 国でも棚酸末の比の超の殺曲効果に就ての研究はあるが,此れは珊酸自身が坪数性

･で ､ 弧 い 生 理 作 用 を 持 つ物質であるので.少し考へ方を皐へなくて杜ならない｡その外に､政

'輔 削 こ " み の り " と 首 ふ 商 品 名 で"米の防虫剤"として.ベ,/トナイト枝の鋭物性の粉末が

試 駁 さ れ た が , 其 の 後 全 く跡を断って居る事も久田技師から知った｡

兎 に 九 比 の 様 な 簡単な方法で然も極めて低廉な費用で､其の上全図至る所に盟富にある物
■

攻 で . 準 の 放大字血である数象の防除が出氷るとすれば,現下の米穀情勢から見て､丁目も早I

くや こして一粒の融 も歳事から防止する事に依って･平素の念厩である防畠網 dJ掛こ､も

--託したいと堪ひ､研究的には未だ充分でない鮎は多々 あるが其れ等は今後に補充する事として

.中ロ迄に得た結果を拙速的に報甘して拭く執着の批判を仰ぐ次第である.

▲賓 .駄

本訳随は9月下旬から●5月下旬に亘って行ったもので,常に280の恒温堂内で飼育した敬象

を20-30由づ ′ゝ50g入辰口瓶に金網の蓋をした飼育甑に入れ.此れに各種の微粉を混合した軍
I

米を加Ji投比70⊥80%.粗度280の恒温塁州 こ飼育して_2日乃至3日ET毎に死為政号数-串.

1∴デリスの有数成分合有珪甚土の琴畠力に関する試験.本試陵に使用した珪謀串は少しく

,紘-色を鼓した もので､此れにヂl)ス抽出物の-定見をベンゾ,-ルに終解せしめたものを混合し

づンゾ-ルを茶畿しまって.全 くベンy'.-ルの臭界の無 く牢る迄乾燥したものを用ひた.此等

､の紙料を米30gに封 して0･1gを加へ翫円で良 く撹拝混合すると･各米粒紘全 く珪藻土粉で被致

され飴分の珪藻土は殆ど無い位である｡ 此の株に況合したものに穀象を夫 3々0匹づ 放ゝ飼して

躍過を比た｡樟準は同量の無産理米に同数の穀象を故飼して就放物と全 く改行に経過を見たも

のである.衣中の数字は死晶%を示す｡

撰 ._準 '5,形.- I.4.% 十 3二% 十 2-.-形 - ･1 %..~9 %.

∴0 _ 95 95 90 9,0 80 _25

6 '. 0~ 100■ 一100 .100 95. 90 ･60 ､.

･12 - 10 .. - - - 100 100 90

■
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2.珪預土の氾令北と殺納力との位別系O節l'L;i:.6歳と同じfT:-:諜土を米に対し各位の1.'rJ合に況合

して殺払放JRを訳放して比た.此の場介米にft･預土を充分多北に1Jrlへ良く郎合して技､飾別し＼

て､米に附弟した疏藻土の_詑IT.t相加を見るに大冊 1/80.前後であって 1/1.｡一 1/2｡｡では過剰とな

ら.､.)/.0.- 1/,,ooでは不足である｡勿論此数字は抹茶土の柾矧 こ伐って和解に大きな開きがある｡

吹家中の数字怯死畠%を示す

臨 池日 放 ' ･珪 . 潔 .- 主 況 合 p1掛 合
琴 .-∴ 印 ･/.｡. I l/2"I-. I/… ･./▲｡.一上i./帥6

p94 10 50.二 85 25 25 .0- 25 /b5

】5● 100 75 50 70̀

1.1- 一 30 - 95■ 95 95 ,75 J

1 13 3ー) - 一oo 100 100 : 85

･3.各笹の微粉性物質の穀象に封する毘脚数作用の比校｡此の試除に使用した微粉性物質は上

記の賢段に使用した珪茨土の外に薫局方茨酸マグネシア､タルク粉末,酸性白土及び珪酸と､

別に粗放を掛 ､七敦素の全 く窮削､枝にした白い次､豆敦の次及び木次等を夫 上々記試験と同様

にL 1/,｡｡混合して比較試殴して見た;衣中の数字杜死畠%である.1
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4.産地友び外観の興った各種珪藻土の穀象に封する駐嘘捧用の比較｡此の試験は産地や外

税の兆った珪藻土が駆除教典に如何に関係あるかを知るために行ったものであ,a.'況合丑は何

･れも1/3.o宛で表中の数字抹死畠%彦示したも'のである｡

5.数象の産卵米に封する珪韻土の王張除数兆.以上の各賞随は.何れ も各種微粉性物質を玄

米に･]/S｡｡宛適合した ものに. 穀象の成島を放飼して. それ等甲死滅する状態を観察した結兆

であ右が,-B!に多丑に産卵された米に封しては兆 して如何なる作用を衣はすかを試嘩する矧 こ･

諌め玄米 150g に数象の成虫 350匹を入れ 280で飽和泌嘉の宝中に一週間故飼して筏,成弘を､
I

全部除去した ものを夫々10gづつ飼育討刑こ入れ.此れに珪藻土,荻酸マグネシア､粗数次及び

富'dil次を犬 i 1/3｡｡宛混合し七穀象の章生放血を試放した鼠 次表に示す様に14g目､即ち米

iこ成地を添加した日からすれ昼 21日目に第二代の成童が畿生し始め引絞き20日間相加したが.

そのmJに畿生後.数日すれば何れ も死滅し結局42日以後.には重 く生きて居る成虫を認めぬ様に
●

なった｡

本質随では産卵数が改め不明なので.畿生して来る教条の数は各瓶一定して居なかった.そ

叫で=R Fllの数字乱 費生及び死滅した畠の質数を現杜して軌 ､た0
＼



13

6.珪藻土の穀象に封する防除放某の特級性に関する釈放O上紀の各試験に示す枝に排預土

Qまや象を防除する致力を持って居るがJ此れを米矧 こ如杏して長欄貯放した場合に.兆 してど

の位長 く防除力を保持し得るがを釈放する矧 こ米:5JOgに共のll/B｡0に糊常する珪領土. 即ち
ヽ

1,7gを混合して/ 6ケ月間紙製の箱に入れ改正した ものを30g取り放免30四を故飼して見た

結耗峠掛 こ混合した もわと同様の放果あるのを知った｡.衣中q)数字は死畠%を示す｡､.

2..1' 10 50 ､60ー115 一100 ･二㌧. loo 二

6 20 -lll■- ･.ll.-

･ 9 20 -.-. ●

r此の榎の訳だ鋸よ更に少くもIlヶ年は穏紙する必要がある｡即ち米穀の収穫と同時に珪藻土を

況骨して翌年の夏期の敬象牽生の長盛掛 こ重つ,Tも.柄は且づ有数である事が必要である｡DtI
I, .:

の試験は目下統行中であるが､余等は其れ位の放力の持敵性は充分にあるものと推察して居るム

･7.珪預土の数象に封する防醸力と吸気と,の関係..本試験に使用した珪藻土及び邪 劉よ出来

る丈け普泡の ものをと言ふ意味で､珪藻土は市販の何等精製操作時を行って居ないもので､水

分(10'09乾燥減免)は大腰7-8%であり,米穀もや はり普通のもので水分含有量大腰･1_4⊥1･5%＼
しt

わもめであったr.而して､-此毎の試料を菅辻の淑腔(70-80,bo')で粥験した場合に抹上記の様な

結jJtになるが.一著しく多脇の場合,例へば米の水分を25%前後とし.珪藻土の水分をも25%前

後主した吻乱 或は骨油の ものを幌庶 100%の恒温堂内で試放した場各等杜兵家に示す様た.
t

珪藻土の穀象に封する教典は著しく減退するのを認めたQ此の事質は､前述の欧米め笹者等 も

由あて､･逆に此等微粉脚 勿質の殺盛盛典は艮畠の鴨肉から水分を吸収 して乾旅し七殺すのであヽ

ると説明してみるdt併し:此の理論には､なは研究の飴地が胡常にあろと瓜ふ占 .

､臨 池 .由 正 70- 80-%~ 軸 既 .I.100●%

日 放 捺 準 宮城(紘) 岐阜(自) 招岐(也) 梯 月巧 宮城(5,'k) - (h)桓 吹く自)

･.4 . 45.J二 0 25 ･.0.
一七 63 0 ⊥10 id

0 20 I.100. loo 100~.. ,∴05 .10 2q'..': ,.15 :
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要 約

･1.米等劉こ珪藻土を重畳で )/300.以上良くiFt合して泣けば. 穀象を防除出解る事を知った｡

此の際敬象の出入自由の容誰では畠は容許円で死ぬ以外に逃避 もする様である.0
-II

.2.珪藻土と同じ作用の有るものとして臥 粗数次､､衆酸マグネシア､珪酸等があるが.質l

醜聞iEEiとして抹珪藻土が最 も通常であるO

3.珪藻土の程矧 ま極めて多いが､何れでも敬象の防除カに封 しては大差無い枝に思はれる. ;

1

ll4･城 土の防品数典は米穀に混合後6ケ月間欄 険の結凪 大丈夫であるがJおそらく-

少年･TulI=つても有数と推察されるC .
】

1.5.珪藻土及び米穀の何れかへ 矧 こ繰束を多 く合有した場合には.敬象に封する駆除放浪こ

抜群しく別 ･又極めて多幌の容署的 でも同様である･0 ..I

.6.歳卵札 即ち既に多数の穀象が繁碓した様な米穀に珪藻土を混合しても.其の防除数兆

は成払のみの場合と異なり､新に葛生する次代の成虫が有る矧 こ著しく延長され 少くも30日

W経たぬと完全な防除目的は述せられない｡ ノ `

･7､珪藻土及び其の他の微粉性物質の琴曲放浪に封する生理作用に関して臥 今後の研究を,.H

-必嬰とする.

8.珪茨土抹^間近に革苗に封 して有事であると･杜考-られないJ}に､玄米に混合した珪諜

土は純白の際に除去される.し,白米の場合は,淘洗の際に流されるので人髄には影響細いもの

と侶する三 二 ､

9.多故の米穀に珪藻土を混合する場合に臥 一両者を大桶に入れ固く蓋をじて粒状に相がす

が.故 も良い様で挙る. . ､ ､

10.米穀の宰畠防除法は従来,瓦斯蟻蒸法其甲他種 行々ほれてゐるが､余等が此率に敬見し
/

た新ガ淡は何れの方法よりも簡易で経測 勺且つ安全であって,矧 こ少畳の貯蔵仁は最 も斌常し

一た ものであると息ふ｡ .

_本研究は文部省科挙研究費及び防畠科挙研究所の委託研究費で行った.ものである｡＼猶は外因:
l

耳敵も術数示下さった春川博士､稜 纏 由宇畠防除に関して御高説を妃せて下さ?た食櫨管理I

嫡 〒部長加 - 河野常撃 ･米印 用禦究朗長井水正名氏･′原田盟読軒 並に京都鴫

出離試験場久田勝次郎氏に封 し華に深 く感謝の琴を零すろ次第で拳_ao_叉.質験に際t/ては素
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研究宝の諸氏.殊に小林文子.正子.及び秋子の三脚 二は少からぬ肋力を御 こ｡真夏に併記 して

感謝の意を衣す｡
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